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術当磯藤 :
あと数日 多くの乗車を…

平成24年 11月 から運行を始めた「さんさんバス」は、乗車人

し、運行経路と運行時間を変更した昨年の平成26年 5月 10日

t以 降は急速に増加。本格運行への望みを繋ぎました。その後、
7月 に新記録を達成。さらに、気候が悪くなった本年 1月 には、

数の確保がままならない状態でした。しか

乗車人数の最高記録を更新するなど、関係者の予想を覆す好

成績が続出しました。

この結果、これまでの乗車人数や収支率の減少分も補充する

ことができ、福井市の査定数値規定を2月 までは完全に達成させ

たのです。あとは、この3月 単独で800人の乗客を確保すれば、本年10月 1日 からの本格運行が現実と

なるのです。

部会長 山口 満

現在運行されているさんさんバスは、本来、一昨年度 (24年度)からの乗車人数実績の判定では25年 9月 末で

廃線となるべきところでした。ですが、昨年5月 のコースと時刻を変更したことによる乗車人数の急激な増加で廃線

を返上し、26年 3月 まで再度、試行運行という形で継続運行されているものです。

__.轟薫1入1薮|あ権証____■ 更新を続ける乗車人数は本格運転への道

その後も順調に増加を続け、7月 には834名と過去最多を記録。

10月 、11月 は600人台に落ちたものの、12月 には再び800人台を

確保し、1月 には、過去最高だった7月 の834人を大きく上回る860

人と新記録を更新し、乗車人数を着実に延ばしています。

特に、外出が億劫となる冬場のシーズン中に最高記録を更新した

事に関して、地域住民の方々、さんさん会の皆さん、まちづくり役員

(サポーター)の人達によるバス事業成功の為の惜しみない後押し

等に対し心よりのお礼を申し上げたいと思います。
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さらに、朝から大雪警報が出され、積雪も20cmぐらいで、さらに低温が重なり、外出するには最悪の状況だった

2月 9日 (月 )にも、座席がほぼ満席の35名ぐらいのお客様が乗車されていました。本当に心強く、うれしく思いまし .

た。言い尽せない感謝の気持ちでいっぱいです。

残り数日 !最後の一便までご乗車を !!

お客さま一人一人の楽しい顔と顔、雑談を大きな声で交わす人と人、より良き人間関係から、良き成果が生まれ

るものと思います。この事が、今事業、コミュニティーバスの本格運行は絶対に成し遂げなくてはと強い意識をもった

理由です。そして、今日まで、活動をやってこられた理由でもあります。

残るは数日ですが、最後の一台まで乗車して頂くようご協力をお願いします。
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百人一首かるた会 開催

部会長 山崎 豊

平成27年の活動は、「百人一首かるた会」で幕を開けま

した。1月 31日 土曜日朝、雪模様のなかを総勢67名 もの

人達が集まり、午前10時に開始。 ひまわり児童館からも
多くの児童が参加してくれ

ました。往復とも「さんさん

バス」を利用するという事

で、バスの時刻に合わせ

て「百人一首かるた会」の

短縮も考えましたが、最後

大勢で楽しみました   まで無事出来ました。さらに、
恒例のカレーライスも食べる事もでき、12時のバスで無事

に帰途につくことが出来てよかったと思います。

食事中に表彰式を行いました。優勝者は次の方々で

す。子供の部の「坊主めくり」では大坂祐太さんが、「日新

かるた」と「百人一首」では

斉藤しらねさんがそれぞれ

優勝。一方、大人の部では、
「坊主めくり」で坂本健雄

さん、「日1新かるた」では

村中恵子さん、「百人一首」

では吉川博美さんがそれぞ

れ優勝しました。

帰りには、子どもたち全員に参加賞のお菓子が配られ、

大喜びしていました。少し慌ただしい感じはありましたが、

成功だったと思います。

いきいきライフセミ十一の

『日新かるた』シI「―ス完御

15ヶ所に解説看標

いきいきライフセミナー (郷土学習事業)では、郷土

の魅力を再発見する事を目的に作成し

た『日新かるた』(平成21年度)を皮切り

に、公民館前

に立つ大きな

『日新かるた

探訪マップ』

(平成24年度)、 さらに『かるた』

に紹介されている日新地区の名所とその散策コースを

掲載したポケット版地図『 日新かるた見て

歩きMAP』 (平成25年度)を順次作成して

きました。そして、平成26年度の今回、

『日新かるた』を基に解説看板を製作。こ

の看板は、『 日新かるた見て歩きMAP』

から15ヶ所を厳選して立てられ、かるたの

読み句とその場所の謂われなど解説が書

かれています。

こうして平成21年度から

始まった『かるた』シリーズ

は、今回の解説看板で完

結することになりました。

いきいきライフセミナーの

の入れ替えはあったものの、大半の人は当初から携わ

り、精魂込めて作成にあたってきただけに感慨深げで

した。
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日新小学校長 高村和宏

「一月行く、二月逃げる、二月去る」といわれます。つい先日、馬年から羊年へ移行がウマくいったと思っていたら、

早いものでもう卒業式シーズンを迎えました。私も昨年出会った子ども達とお別れです。学校の教職員にとって卒業

式は特別な日です。6年生の担任は勿論、この学年を受け持ったことのある先

生ならなおさらです。卒業間近ともなると、子ども達は心身共に劇的な成長を見

せます。思春期に入る頃であり、また新しい世界へ飛び込んでいく期待と不安

からでしょう。私は毎年のように卒業式をしてきましたが、毎回感動を覚えます。

ましてや卒業生、保護者の方々にとっては一生に一度の小学校卒業式です。

厳粛な卒業式は、教職員と在校生が卒業生・保護者の皆様へ贈る最後のプレ

ゼントだと思っています。証書を手にした子ども達の誇らしげな顔は、6年間が

=

墨薫き専曇糞華貴き義苫妻琶計詳

彼女等。彼等にとって充実したかけがえのない時間だったことを感じさせてくれます。私はその姿を見送りながら、
「よくがんばったな !おめでとう。」という思いと、「これから苦労も多いが強く生き抜いて

いってくれ。」という思いが交錯します。

卒業式は長い歴史の中で、対面式を採り入れたり、式歌がオペレッタ式になったりし

て少しずつ変わってはきましたが、厳粛な卒業式はこれからも変わることはないでしょう。

卒業証書にも神経を使います。氏名は略字体ではなく戸籍の字体で書きます。卒業

証書、じっくり見てくださいね。ご卒業おめでとうございます。そして子ども達を見守って
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くださった地域の皆様、ありがとうございました。     (写 真は昨年度のもの)   :等 藁華 ==::

贔髯

磯霊

麟:i  r

文化部含

ありました !!

場・



_ヽ                    、ヽ_

乾徳ポン7場
福井商業高校 (福商)の北側、底喰川の左岸にそびえ立つ茶色の大きな建物は

乾徳ポンプ場です。ビルディングの 5階～ 6階建てに匹敵する高い建物です
が、内部は4階です。地下に 1フ ロアありますから、地上 4階地下 1階といっ

たところです。

乾徳ポンプ場とは、福井市の下水処理施設の一つで、名前の通リポンプが置

いてある場所なのです。

私たちが生活 して行く上で出される排水・汚水は、地下に埋設された排水管からポンプ場を経由して汚水

処理施設・浄化センターに送られます。ですが、普通の流れだけではそこまで行き着けません。そのため、

排水・汚水に圧力をかけて圧送 してや らねばならないのです。それがポンプ場の役割なのです。乾徳ポンプ

場には 4機のポンプが設置されてお り、 1日 に 2万 トンから2.5万 トン
もの排水・汚水を圧送しているのです。ですが、福井市のポンプ場では、

どこも排水・汚水の浄化処理はしていません。砂やごみを除去するだけ

です。この近辺での汚泥処理は、境浄化センターや 日野川浄化センター

で行われています。

このように、ポンプ場は、私たちが清潔な生活を維持するために、浄
t~化
センターと同様重要な役割を担っているのです。 20あ るポンプ場の
うち 19のポンプ場は無人で、福井市の大瀬橋近くの大瀬ポンプ管理センターで遠隔操作されていますが、
定期点検の時はもちろん雨量が多くなった時など緊急時には職員が配置に着き対応するとの事です。

また、乾徳ポンプ場の北側、底喰川の対岸には、上里ポンプ場があります。このポンプ場も乾徳ポンプ場

と同じ役割を担っています。日新地区には 2つのポンプ場があるのです。

鯰躊颯鰤祓      環境保全功労者として表彰  副部会長前川栄寛
平成26年度の、環境部会の活動も3月 末の定例清掃を残してほぼ終えることになります。皆さんのご協力に心よ

り感謝申し上げます。

部会の美化活動・環境意識の高揚等の取り組みとして、定例清掃。一斉清掃や学習会などを実施してきました。

定例清掃。一斉清掃は、部会のメイン活動で、多くの地区民のご協力はもちろんですが、子どもさんや青少年の

参加も増えています。昨年に続き福商生244名 が、そして今年は藤中生120名もこの活動に参加してくれました。念

願の美化維持活動のすそ野の拡大に力をもらっています。ただ、こうした取り組みは、他の地区との連携が必要だと

嚇 感しています。特に底喰川は一雨来るとまた元通りになってしまうからです。

一方、学習会は、環境とその保全を認識してもらうことを目的に昨年に引き続き

開催しました。このうち、いきもの観察は、底喰川河川敷内外に生きる魚など生き

物や草花を子どもの目線で観察し、生態系を学ぶとともにスケッチをしてもらいま

した。体験を通した学習は必ずや心に残っていくものと思います。なお、スケッチ

作品は、公民館に畳未′2曇画しています。是非見に来て下さい。
日新地区のこれらの取り組みに、福井市より26年度の環境保全功労者として

選ばれ表彰されました。この表彰は、日新地区民の環境・美化維持の尽力に

対するもので、皆さんとともに喜びたいと思います。新年度もきれいなまちづくり

に取り組むつもりです。皆さんのさらなるご協力をお願いします。
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ち、_」のテーマ「いつまでも地域で元気_暮らすために～
お互い様の心で、あたたかい言葉かけを !」

鶴白:橿饉翁繭鶴

これらの病気はライフスタ

■■■| 齢化でも力強くまちづくり
乾徳第7自 治会長 宮崎 誠一

私たちの乾徳第 7自 治会は、えちぜん鉄道福大前西福

井駅の前から松本通りに

抜ける乾徳 (大)通りの一

番南側に位置しています。

福大前西福井駅から南ヘ

乾徳第 9、 乾徳第8、 乾徳

第7と 自治会が並び、およ

そ、通りを挟んだ両側がそ

れぞれの自治区域となって

います。

昭和の時代には、この乾徳通りや福商通り、さらに乾徳

町内の商店が乾徳商店街を構成し、大いに賑わいを見せ

ていました。その流れを

毎年、乾公園での夏祭

りに見る事が出来ます。

今は、自治会の皆さん

の努力の賜ですが、その

時代の祭りは、商店の

皆さんと住民の方々が一体となって開催されていました。

物資が少ない時代であり、祭りのこの日ばかりは大いに食

べたりしたものです。懐かしい思い出の1つでもあります。

しかし現在は、私たち乾徳第7自 治会にも高齢化の波

が押し寄せ、また少子化現象の影響もあり町並みには寂

しさが窺えます。ですが、地域を守るため、19世帯が連携

して出来る限りの活動を行っていきたいと思っています。

■■■

分たちの手

していくという立場から
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本人に多い病気
金高血圧  警糖尿病 畿癌
◇動脈硬化による心臓病や脳卒中

講演会 開催

～参加者40人余～

広報部会主催の講演会が、2月 21日 午後 7時から

日新公民館で開催されました。

テーマは、「住民主体のまちづくり」。講師は、福井

大学地域共生プロジェクトセンター・助教の田中志敬

さんと福井市市民生活部まちづくり。国際課課長の桑

での今までの体験をもとに

た具体例を基に説明。

一方、桑原さんは、「第六

次総合計画」に掲げられてい

る福井市のまちづくりの取り組

みについて解説をしました。

参加者は、46人を数え、最

後まで熱心に聞き入っていました。

ご寄稿ありがとうございました

福仁会病院のスタッフの皆様、26年度の『いつまでも

元気で』の4回分に、ご寄稿いただきありがとうございま

した。今回が最後のご寄稿となりました。限られた文字

数で、適切かつ貴重な健康アドバイスを日新地区の

方々にお教え頂きました。心からお礼申し上げます。
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熱心に聞き入る参加者の皆さん
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家族の見守りやお隣り

同士の声の掛け合い
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認知症について
急速な高齢化により大きな

社会問題となっています

■住み慣れた地域で安全で安心な生活が送れる環境の整備

■「認知症かな?」と本人や周囲の人が気付いたら早めに受診を !


